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    We report  ,‘ clinical case of carcinoma of the rectum. A 45-year-old patient had 
undergone r section of the rectum and proctostomy 22 months ago. Carcinoma caused 
metastasis to the corpora cavernosa of the penis in this patient, and caused local recurrence 
of the carcinoma of the rectum, pulmonary metastasis and malignant priapism. A statistical 
analysis of 62 cases of secondary tumor of the penis in Japan was also made. 
    The present clinical case was the 62nd case of secondary tumor of the penis in Japan, 
and the 4th case of secondary penile tumor from the rectum. 
   The primary foci of the secondary tumor of the penis are mostly in the urinary bladder 
and the prostate, followed by the rectum, kidney, pelvis of the kidney and the ureter. 
Primary sites in the urogenital organs were found in  82.  3% and in the neighboring organs 
in  85.2%. 
    As the route of metastasis of the secondary tumor of the penis, arterial blood, retrove-
nous, retro-lymph and direct infiltrating metastasis may be possible. 
    Secondary tumor of the penis is mostly found in aged persons, and the major symptoms 
may be penile nodule and mass, malignant priapism, penile pain and tenderness, and 
difficulty in urination and retention of urine. 
   Regardless of the length to metastasis and difference in the treatment of the metastatic 
focus, the secondary tumor of the penis is poor in prognosis, and survival period may be 
up to 7 months. 
   From the findings of post-mortem examination, secondary tumor of the penis should be 
regarded as a secondary sign due to recurrence of the primary tumor or presence of 
metastasis in other organs, and careless surgical operation should be avoided. 































検 査 成 績1(血 液 一 般)赤 血 球428×104/rnm3・白
血 球5,500/mm3,血 色 素14.79/dl,ヘ マ ト ク リ ッ ト
42.6%,N.Band12%,N.Segmented66%,Eo-
siophil7%,BasophilO%,Lymphocyte12%,
M・nocyte3%,血 沈1時 間 値4mm.
(生化 学)Na147mEq/L,K4・9mEq/L,cllo6
mEq/L,P4.2mg/dl,ca9・2mg/dl,尿 素 窒 素18・o



























































(尿所 見)外 観 清,比 重1020,蛋 白(一),潜 血 反 応
(_),pH7.6,ウロ ビ リ ノー ゲ ン(±)
球0～1/数 視 野,
数視 野,細 菌(一).
心 電 図 ・異 常 所 見 な し
レ線 所 見=
み られ な か った.IVP像 に て,
態 と もに ほ ぼ 正 常 で あ るが,
った くみ られ ず,い わ ゆ る
であ った(Fig.1).
正 常 で あ り,
り造 影 剤 の 排 泄 が 認 め られ なか った
部CTscanningにお い て,
が 比 較 的 明 瞭 な腫 瘤 に よ り,
る所 見 が認 め られ た(Fig.3).
膀 胱 鏡所 見
後 壁 お よび左 壁 が 前 方 へ 圧 排 され,
な く,尿 の排 泄 を み なか った.
ス ム スは4cm以 上不 能 で あ り,
影 剤 注 入 も で きな か った.
入 院 後 経 過:
沈査:赤血
白血 球0～1/数 視 野,上 皮o～1/
胸 部 単 純 像 お よびKUBに て異 常 所 見 は
右 腎 は機 能 お よび 形
左 腎 は造 影 剤 の 排 泄 が ま
non-visualizingkidney
腎部CTscanningで も右 腎 は
左 腎 の 腎孟 は い ち じる し く拡 張 し,や は
(Fig2).骨盤
仙 骨 左 前 方 に 位 置 し境 界























cess+5.3mEq/Lの検 査 所 見 を得,右 尿 管 カテ ー テ
リス ムス も不 能 とな り,緊 急に 右 尿 管 皮 膚 繧造 設 術 を
施 行 した.術 後1週 間 で 尿 毒症 は完 全 に 脱 却 した も の
の,こ の頃 か ら下 腹 部 痛 に 加 え,左 下 肢 放 散 痛 が 出現
し,食 思減 退 傾 向 とな り,CEA値 も20.8ng/mlと
上 昇 した.同 年2月17日 に は全 肺 野 に 転移 巣(Fig.4)
が 出 現 した の で,OK-4327,0K.E.の週2回 静 脈 内
投 与 とADM20mgの 週1回 静 脈 内投 与 を 開 始 した.
同 年3月8日 に は 環 状 溝 お よび亀 頭 左 側 皮 下 に 発 赤 を
と もな う2.0×2.Ox2.5cmの軟骨 様 硬 度 を 有 す る有
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梢 端 に 一致 し,皮 膚 との軽 度 癒 着 を 認 め た(Fig.5).
こ の部 位 の生 検 に よ り直 腸癌 の転 移 を確 認 した た め ,
ADMとOK432に よる 免 疫化 学 療 法 を 継 続 した が ,
同年5月 下 旬 か ら陰 茎 は い ち じ る しい疹 痛 を と もな い,
強 直 状 態 とな り,姑 息的 治療 の後,同 年6月23日 肺 転
移 巣 の増 大 のた め 呼 吸 不 全 とな り死 の転 帰 を と った.
組 織 学 的 所 見 ・原 発 巣 の 組 織 像(Fig.6)では,比
較 的腺 腔 形 式 の あ き らか なwelldifferentiatedade・
nocarcinomaの所 見 が み られ,表 面 は 潰 瘍 を 形 成 し
て お り,invasionは固有 筋 層 に まで及 ん で いた.い
っぽ う,陰 茎 に み られ た硬 結 部 の 生検 材 料 の 組 織 縁
(Fig・7,8)では,表 皮 下 に 不規 則 な腺 腔 形 成 を 示 す
moderatelydifferentiatedadenocarcinQmaの増
殖 がみ られ,腫 瘍 細 胞 の丈 が 高 く,直 腸癌 の転 移 と考
え られ た.
考 察
(1)発 生 頻 度
Klingcr6)(1951)は悪 性 腫瘍5,000例の剖 検 で,泌
尿 生殖 器系 へ の転 移142例 を 分析 したが,陰 茎 へ の 転
移 はわ ず か1例 のみ で あ った と述 べ,ま た本 邦 では 赤
坂 ら7)(1966)が246例の原 発 性 陰 茎 癌 に 対 し,転 移
性 陰茎 癌 は1例 のみ で あ った と述 べ て い る こ とか らみ
て,転 移 性 陰 茎 腫 瘍 は 非 常 に まれ な疾 患 で あ る と いえ
よ う.
転 移 性 陰 茎 腫 瘍 の 報 告 は 三 品 ら1)によ る と,Eber・
th8)(1870)が報 告 したrectalcancerのcorpus
cavernosumへの転 移 例 が 最 初 で あ る.Kaufman&
Kaplan2)(1956)は57例,McCrea&Tobias3)
(1958)は69例,Abeshous&Abeshouse4)(1961)
は140例 を そ れ ぞ れ 集 計 して い る.本 邦 で は 斉 藤5)
(1934)が左 腎 癌 の 陰 茎 転 移 例 を 報 告 した の が 最 初 で
あ り,現 在 まで に 自験 例 を加 え62例が 報 告 され て い る.
な お,こ の62例の 中に は直 接 浸潤 に よる もの も含 まれ
て い る可 能性 が あ る の で転 移 性 陰 茎 腫 瘍 とせ ず,続 発
性 陰 茎 腫瘍 と し て 集 計 し た(Table1～3).原 発 巣
と して は 膀 胱(24例),前 立 腺(14例)が 圧 倒 的 に 多
く,そ れ ぞれ 全 続 発 性 陰 茎 腫 瘍 中 の38.7%,22.6%を
占 め,両 者 を併 わ せ61.3%であ った.ま た,泌 尿 生 殖
器 の原 発 巣は 膀 胱,前 立 腺 以 外 に 腎(3例),腎 孟(3
例),尿 管(3例),尿 道(2例),お よび 睾 丸(2例)
が あ り,こ れ ら を合 計 す る と51例とな り,全 続発 性 陰
茎 腫瘍 中 の82.3%とな る.ま た,近 接 臓 器 か らの転 移
が 多 く,膀 胱,前 立 腺,直 腸,睾 丸 尿道 に 加 え,腎
孟 原 発 の3例 もす べ て 膀 胱 再 発 が あ り,尿 管 原発 の3






































流し,傍 内腸骨動脈 リンパ節に入 り,また会陰部,肛
門,直腸下部の リンパ管は下痔静脈や内陰部静脈に伴
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Table2.本邦における前立腺を原発とする続発性陰茎腫瘍症例























































































































茎海綿体,亀 頭,包 皮,陰 茎根部などさまざまであり,
皮膚転移なのか海綿体転移なのかがはっきりしない例
が多い.転移巣の個数も孤立性であった り多発性であ
った りさ ま ざ まで あ る.ま た,腫 瘍 性 の 陰 茎 強直 す な
わ ちmalignantpripismを呈 した 症 例 が29例(50.0
%)に み られ た こ とは 興味 深 い.こ の陰 茎 強直 は 比較
的経 過 の長 い症 例 に 多 い が,初 診 時 か ら認 め られ る症
例 もIl例存 在 した.外 国 例 で は,Paquinetal14).が
64例に24例(37.5%),McCrea&Tobias3)が69例
中26例(37.9%),Abeshouse&Abeshouse4)が140
例 中52例(37.1%)を報 告 して い る の で,本 邦(50%)
の 方 が 多 い よ うで あ る."malignantpriapism"を最
初 に 呼称 した のはPeacockl5)(1938)であ り,原 発
性 また は続 発 性 陰 茎 腫 瘍 の 浸 潤 が,一 側 また は 両 側 の
陰 茎 海 綿体 に 及 ん だ 際 に み られ る比 較 的 まれ な 症 状 の
ひ とつ で あ っ て,腫 瘍 浸 潤 の結 果 二 次 的 に 陰 茎 内の血
液 循環 障害 を来 た し て発 生 す る とさ れ て い る.そ して
腫 瘍 浸 潤 そ の もの に よ る陰 茎 の腫 大 と理 論 上 明 確 に 区
別 され な け れば な らな い,大 越 ら16)(1950)はこの 件
212 ・泌尿紀要30巻2号1984年
Table3・本邦における続発性陰茎腫瘍症例(膀 胱および前立腺原発症例を除 く)
















































































































































































(註※:パ ピロマ トー シス症例)












































































































































priapismは全priapismの約10%で あ った と 報告
して い る.さ ら に 臨 床 症 状 は 陰 茎 自発 痛 ・圧 痛21例
(36.2%)と続 くが,疹 痛 はmalignantpriapism症
例 に 多 い傾 向が み られ た.ま た腫 瘍 浸潤 が 尿 道 海 綿体

































臨 床 症 状 症例数(%)
陰茎硬結 。腫瘤
陰 茎 強 直
陰茎自発痛・圧痛














































る.また,全 除精術が8例 に,陰 茎全摘除術または陰
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